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国際理解 （グ U −一バ ル 教育）研究会の 視座

　国際理解 （グ ロ ーバ ル 教育）研究会で は、社会的問題 を深め る英語教育の あ り方 に つ い て

ユ ネ ス コ な どの 視点 か ら構想 し深 め てい る。全 国大会 におい て 、社会的問題 をテ
ー

マ と した

映画や英語 の 歌 （ポ ッ プ ス ） を ど うあ つ か うか 、ま た ユ ネ ス コ の 世 界 遺産 に 関 す る教材や コ

ン フ リク ト ・リゾ リ ュ
ー

シ ョ ン に つ い て の ワ ーク シ ョ ッ プ もお こ な っ た。 ま た 環境や ジ ェ ン

ダーをテ ー マ に した シ ン ポ ジ ウム もお こ な っ て きた ．地 域にね ざす とい う点で は 、沖縄大 会

で は沖縄 を題 材 に した 英語教材お よび映 画 「教え られ なか っ た 戦争 ・沖縄編」 の 英語 版制作

に英語教師がか か わ っ た活 動を、北海道大会で は ア イ ヌ 民族や エ コ ロ ジーの 視点 を大会 開催

地に ちなん で と りあげた 。 近年 、
テ キ ス トの 内 容に は社会的問題 が 多くと りあ げ られ る よ う

にな っ た 。 ESP とまで は い か ない まで も科学や健康 など特定な題材 を英語で 学ぶ こ ともめず

ら しくはな い が 、グ ロ
ーバ ル 教育で は 内容 と方 法 の 統

一
を基本 とす る。人 権の 実現 をめ ざす

の で あれ ば 、 人権 に っ い て学ぶ と ともに 、

一
入ひ と りを大切 に す る仲間づ く りが で きる よ う

授業の なか で ，さま ざま なイ ン タ ラク シ ョ ン をつ くる の で あ る 。 国際理 解の 基本は 国 を こ え

て
一

人 ひ とりを尊重す る こ とにあ る、その よ うな多様性の 理解 と尊重は 、ユ ネス コ を中心 と

す るあた ら しい 教育の 流れで もあ る 。 多様 な もの の 見方 をは ぐくむ教室 実践 に そ の よ うな国

際的な潮流が反映 をみ るこ とが で きる 。

提案 1 ：多様 なもの の 見方を は ぐくむ授業実践 （三 浦幸子）

　文化的 もの の 見 方の 違い に っ い て は 、 英語教育の な かで も と りあげやすい 話題で あ る 。 そ

れは、価値観や感 じ方の 違い か ら生 じる誤解が コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 大 きな障害 となるか ら

だ
。 目に 見え る 差は わか りやす く誤解 も とけやす い が 、歴史の 解釈や 文 化的 背景 が 根 本 にあ
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る価値観 の 差は と らえに くく 、 さらに は 、 そ の よ うな誤 解が 重 な る と 、 偏 見や誤 っ た固定観

念 （ス テ レ オ タイ プ ） に つ な が る危険 もあ る。そ こで 、英 語 教育 にお い て も、価値 観 の 相 違

を生む文化的背景 を知識 と して 与え るだ けで な く、状況に応 じて 疑問を投げか け 、 固定観念

に とらわれ ない 見方 をつ くる段階まで 目指す こ とが 、 よ りよ い コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 能力 を育

成す るた め に 必 要 で あ る と考 え る 。 こ れ は 、国 際理 解 教育 の 目 的 の 1 っ で あ る 「共 感

（empathy ）」、すなわ ち 、他 の 考 え方、感 じ方 を理解 、尊 重す る 多様 なもの の 見方を っ くる こ

ととも重な る だ ろ う。 そ の た めに は体験 レ ベ ル の 学習が 必 要 で あ るが 、 それ は通 常 の 教室授

業 にお い て も可能 で あろ うか 。

　本発表で は 、 集団的ス テ レ オ タイ プ（common 　misconceptions ）に 焦点 をお い た英語授業例 を

具体的 な資料 （教材 、 活 動例 、生徒の ビデオ な ど） を用 い て 紹 介 し、国 際理 解教育 の 実 践 に

つ い て 検討 したい 。

提案 II： 持続可 能 な開発の ための 教育 との か か わ り （淺川 和也）

　ユ ネス コ は 国際理 解す なわ ち人権や環境、開発 、平和 の 課 題に あ らゆ る教科 で と りくむ よ

う勧告 して い る 。 さらに 2005年か らは 「持続可能 な開発 の ための 教 育 10 年 （ESD ，
　Education

for　Sustainable　Deve ］opment ）」 が は じま っ た。 日本で は外務省 と環境省 、 文部科学省 が所 轄に

なっ て い る 。

一
般 に持続 可能な開発 とい うと環境問題 との 関わ りが想起 され る が、文部科学

省の ホーム ペ ー ジで は ESD を 「環境、福祉、平和 、開発 、ジ ェ ン ダ
ー

、 子 どもの 人権教育 、

国際理解教育、貧困撲滅 、 識 字 、
エ イ ズ

、 紛争防止 教育」 とひ ろ くと らえ 、「自らの 考 え を

持 っ て 、新 しい 社会秩 序 を作 り上げて い く、地 球的な視野 を持っ 市民 を育成す るた め の教育」

「人権教育、異文化理 解、男女共 同参画社会 の 構 築 、 環 境教 育の 推進」 をすす め る とす る 。

事業例 と して 「『英語 が使 える 日本人 』の 育成」 をあ げられ て い る の は 、 英語 教育が 持続 可

能な開発 に 貢献す る とい う見解か らで あろ うe しか し多文化理解 をすす め るの に は英語 が 使

える とい うこ と以 上 に 、英語 を学ぶ こ とに よ っ て よ り多様 なもの の 見 方を は くくむ こ とが 重

要だ と考え る 。

　ユ ネ ス コ は 「21 世紀教育国際委員会」 におい て 、知 る こ との 学習 （Learning 　to 　know）、

行 うこ との 学習 （Learning　to　d。）、共 に生 きる こ との 学習 （Learning　 t。 1ive） 、人 間 と

な る学習 （Learning 　t。　be） とい う教育の 4 つ の 柱 を示 した 。 こ れ らは人び と社会の 関与 を

つ くり、知識 を行動 にむ すび っ けるグ W 一 バ ル 教育へ の 視座 と同 じで ある 。

　ワ
ー クシ ョ ッ プ で は 授業実践事例 か ら 、

ESD へ の 展開をふ ま えて 、多様 な もの の 見 方をは

ぐくむ ための 英語 教育をどの よ うにすすめ るか に つ い て 論議を深め る 。
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